
JP 2004-538094 A5 2006.1.5

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 1月 5日 (2006.1.5)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2004-538094(P2004-538094A)
【 公 表 日 】 平 成 16年 12月 24日 (2004.12.24)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2004-050
【 出 願 番 号 】 特 願 2003-520534(P2003-520534)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ ＢＢ ２ ６ Ｂ   11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)  11/00     (2006.01)
                        Ｂ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ ＫＢ ４ ３ Ｋ   29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)  29/18     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ２ ６ Ｂ   11/00          Ｚ
   Ｂ ４ ３ Ｋ   29/18          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 15日 (2005.8.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る 本 体 と 、
　 上 記 本 体 内 に 置 か れ 、 ナ イ フ の 刃 が ス ラ イ ド し て 該 本 体 の 第 １ の 端 部 か ら 突 き 出 る よ う
に 構 成 さ れ た 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ と 、
　 上 記 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 両 方 に 選 択 的 に 連 結 さ れ る 第 １ の 道 具 と を 備 え
る 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 上 記 ナ イ フ の 刃 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を
備 え 、 該 ナ イ フ ス イ ッ チ に よ り 、 該 ナ イ フ の 刃 は 、 上 記 本 体 に お け る 延 長 位 置 と 格 納 位 置
間 を ス ラ イ ド し て 移 動 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 上 記 本 体 内 に 取 り 付 け ら れ た と き の み 、 上 記 ナ イ
フ ス イ ッ チ は 、 上 記 ナ イ フ の 刃 を 該 本 体 の 格 納 位 置 か ら 延 長 位 置 に 移 動 で き る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ の ナ イ フ ス イ ッ チ に 結 合 さ れ 、 上 記 ナ イ フ の 刃 を 上
記 本 体 の 格 納 位 置 に 付 勢 す る ば ね 機 構 を 更 に 備 え る 請 求 項 ２ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 に 選 択 的 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 道 具 を 更 に 備 え る 請 求 項
１ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 更 に 、 上 記 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 両 方 に 選 択 的 に 連 結
さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。



【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 本 体 は 、 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ を 挿 入 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト に よ っ て 、 該 取 り 外 し 可 能 な
刃 カ ー ト リ ッ ジ を 上 記 本 体 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 に 係 合 す る 及 び 該 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 か ら 取
り 外 す た め の ば ね 板 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 第 １ の 刃 部 材 と 、 該 第 １ の 刃 部 材 と 実 質 的 に 平
行 に 配 置 さ れ て 、 結 合 さ れ た 第 ２ の 刃 部 材 と を 更 に 備 え る と と も に 、 該 第 １ の 刃 部 材 と 第
２ の 刃 部 材 間 に 位 置 す る 上 記 ナ イ フ の 刃 を 収 納 す る 逃 げ ス ロ ッ ト に 連 結 し た ナ イ フ ス ロ ッ
ト を 覆 う 薄 膜 の 材 料 を 備 え 、 該 ナ イ フ の 刃 は 、 最 初 に 上 記 本 体 の 格 納 位 置 か ら 延 長 位 置 に
移 動 さ れ た と き 、 該 薄 膜 の 材 料 を 貫 通 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ る ク リ ッ プ を 更 に 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 実 質 的 に 円 筒 形 の 形 状 を 有 し 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 し
、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 を 有 す る 本 体 と 、
　 上 記 本 体 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 に 挿 入 さ れ 、 ス ラ イ ド し て 上 記 本 体 の 第 １ の 端 部 か ら 外 に
出 る ナ イ フ の 刃 を 収 納 す る 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ と 、
　 上 記 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 両 方 に 選 択 的 に 連 結 さ れ る 第 １ の 道 具 と を 備 え
る 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 上 記 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 上 記 ナ イ フ の 刃 が 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を
備 え 、 該 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 該 ナ イ フ の 刃 を 、 使 用 し な い と き に 、 自 動 的 に 上 記 本 体 内 に
格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 道 具 を 更 に 備 え る 請 求 項 １ ６ 記 載
の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 更 に 、 上 記 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の い ず れ か 一 方 に 選 択
的 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 上 記 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
　 対 応 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 に 装 着 さ れ る 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ に お い て 、
　 溝 ス ロ ッ ト と 該 溝 ス ロ ッ ト に 連 結 し た 刃 ス ロ ッ ト と を 有 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 と 、
　 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 溝 ス ロ ッ ト 内 に 位 置 し 、 開 位 置 と 閉 位 置 間 を ス ラ イ ド し て 移
動 す る ナ イ フ の 刃 と 、
　 上 記 ナ イ フ の 刃 が 取 り 付 け ら れ 、 該 ナ イ フ の 刃 を 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 開 位 置 と 閉
位 置 間 で 移 動 さ せ る 案 内 組 立 体 と を 備 え る 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 当 該 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ を 上 記 カ ー ト リ ッ ジ 室 に 係 合 す る 及 び 該 刃 カ ー ト リ
ッ ジ 室 か ら 取 り 外 す た め の ば ね 板 部 材 を 更 に 備 え る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ
ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 は 、 第 １ の 刃 部 材 と 、 該 第 １ の 刃 部 材 と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ
れ て 、 結 合 さ れ た 第 ２ の 刃 部 材 と を 更 に 備 え る と と も に 、 該 第 １ の 刃 部 材 と 第 ２ の 刃 部 材
間 に 位 置 す る 逃 げ ス ロ ッ ト に 連 結 し た ナ イ フ ス ロ ッ ト を 覆 う 薄 膜 の 材 料 を 備 え 、 該 ナ イ フ
の 刃 は 、 最 初 に 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 動 さ れ た と き 、 上 記 薄 膜
の 材 料 を 貫 通 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 上 記 ナ イ フ の 刃 を 、 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 閉 位 置 に 付 勢 す る 案 内 ば ね を 更 に 備 え る
請 求 項 ２ ５ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 上 記 ナ イ フ の 刃 は 、 当 該 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 内 に 取
り 付 け ら れ た と き の み 、 上 記 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ５ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 当 該 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 上 記 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 か ら 取 り 外 さ れ た と き に 、
上 記 案 内 組 立 体 に 第 １ の 力 を 加 え る 安 全 ば ね を 更 に 備 え 、
　 上 記 ナ イ フ の 刃 は 、 上 記 案 内 組 立 体 に 上 記 第 １ の 力 が 加 え ら れ た と き に 、 移 動 が 阻 止 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 上 記 案 内 組 立 体 は 、 上 記 ナ イ フ の 刃 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ５ 記 載 の 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 の 移 動 を 阻 止 さ れ る ナ イ フ の 刃 を 収 納 す る 収 納 手 段 と 、
　 上 記 ナ イ フ の 刃 を 上 記 収 納 手 段 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 で 移 動 さ せ る 移 動 手 段 で あ
っ て 、 起 動 さ れ た と き に 上 記 ナ イ フ の 刃 を 移 動 す る こ と が で き る 移 動 手 段 と 、
　 上 記 移 動 手 段 に 力 を 加 え て 、 該 移 動 手 段 を 起 動 す る 起 動 手 段 と を 備 え る 取 り 外 し 可 能 な
刃 カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る 本 体 と 、
　 上 記 本 体 内 に 置 か れ 、 該 本 体 の 第 １ の 端 部 か ら ス ラ イ ド し て 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た
刃 物 と 、
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ 、 第 １ の 道 具 を 有 し 、 該 本 体 の 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 を 移 動 可
能 で あ り 、 該 第 １ の 位 置 に い る と き に 、 該 第 １ の 道 具 が 該 第 １ の 端 部 か ら 突 き 出 る カ ー ト
リ ッ ジ ユ ニ ッ ト と を 備 え る 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 上 記 刃 物 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 更 に 備 え 、
　 上 記 ナ イ フ ス イ ッ チ に よ り 、 上 記 刃 物 は 、 延 長 位 置 と 格 納 位 置 間 を ス ラ イ ド し て 移 動 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
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　 上 記 ナ イ フ ス イ ッ チ に 連 結 さ れ 、 上 記 刃 物 を 上 記 格 納 位 置 に 付 勢 す る ば ね 機 構 を 更 に 備
え る 請 求 項 ３ ４ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 該 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト が 上 記 第 ２ の 位 置 に あ る と き に
、 上 記 第 ２ の 端 部 よ り 外 に 突 き 出 る 第 ２ の 道 具 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載
の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 上 記 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 当 該 実 用 ツ ー ル に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 更 に 備 え 、
　 上 記 容 器 は 、 上 記 第 １ の 道 具 と 第 ２ の 道 具 か ら 選 択 さ れ た １ つ を 格 納 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 上 記 本 体 は 、 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト が 移 動 で き る 、 一 体 的 に 設 け ら れ た ト ラ ッ ク を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 本 体 と 、
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ 、 ス ラ イ ド し て 外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た 刃 物 を 収 納 す る 第 １
の 筐 体 と 、
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る 第 ２ の
筐 体 と を 備 え 、
　 上 記 第 ２ の 筐 体 は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 を 回 転 可 能 で あ り 、 該 第 ２ の 筐 体 の 第 １
の 端 部 は 、 該 第 １ の 位 置 に あ る と き は 上 記 本 体 内 に 位 置 し 、 該 第 ２ の 位 置 に あ る と き は 該
本 体 外 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 上 記 第 １ の 筐 体 に 収 納 さ れ た 刃 物 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 更 に 備 え 、
　 上 記 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 使 用 し な い と き に 、 上 記 刃 物 を 自 動 的 に 当 該 実 用 ツ ー ル 内 に 格
納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 上 記 第 ２ の 筐 体 は 、 該 第 ２ の 筐 体 の 第 １ の 端 部 か ら 突 き 出 る 第 １ の 道 具 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 上 記 第 ２ の 筐 体 は 、 該 第 ２ の 筐 体 の 第 ２ の 端 部 か ら 突 き 出 る 第 ２ の 道 具 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 上 記 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ６ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 上 記 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ８ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 上 記 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
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【 請 求 項 ５ １ 】
　 当 該 実 用 ツ ー ル に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 更 に 備 え 、
　 上 記 容 器 は 、 上 記 第 ２ の 筐 体 の 選 択 さ れ た １ つ の 端 部 を 格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 上 記 本 体 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 更 に 備 え 、
　 上 記 第 ２ の 筐 体 は 、 上 記 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 該 ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 記 載 の 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る と と も に 、 内 部 に カ ー ト リ ッ
ジ ユ ニ ッ ト を 備 え 、
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 ３ の 端 部 と 第 ４ の 端 部 を 有 し
、 所 定 の 軸 の 回 り を 回 転 し 、 該 第 ４ の 端 部 が 当 該 刃 物 の 第 １ の 端 部 に 最 も 近 い と き は 、 該
第 ３ の 端 部 は 当 該 刃 物 内 に 位 置 し 、 該 第 ３ の 端 部 が 当 該 刃 物 の 第 １ の 端 部 に 最 も 近 い と き
は 、 該 第 ４ の 端 部 が 当 該 刃 物 内 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 当 該 刃 物 の 第 ２ の 端 部 か ら 外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た ナ イ フ を 更 に 備 え る 請 求 項 ５
３ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 上 記 ナ イ フ に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 更 に 備 え 、
　 上 記 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 上 記 ナ イ フ を 、 使 用 し な い と き に 、 自 動 的 に 当 該 刃 物 内 に 格 納
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ４ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 上 記 第 ３ の 端 部 か ら 突 き 出 る 筆 記 具 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ ３ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 上 記 第 ４ の 端 部 か ら 突 き 出 る 計 測 器 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ ３ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 上 記 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ７ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 上 記 筆 記 具 は 、 ペ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 上 記 筆 記 具 は 、 蛍 光 マ ー カ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ６ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 当 該 刃 物 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 更 に 備 え 、
　 上 記 容 器 は 、 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 端 部 を 当 該 刃 物 内 に 位 置 す る よ う に 格 納 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ３ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 当 該 刃 物 の 本 体 内 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 更 に 備 え 、
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 上 記 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 該 ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ３ 記 載 の 刃 物 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 本 体 と 、
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ 、 ス ラ イ ド し て 外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た 刃 物 を 収 納 す る ナ イ
フ 部 と 、
　 上 記 本 体 に 結 合 さ れ 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 筆 記 具 と 第 ２ の 筆 記 具 を 有 す る カ
ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト と を 備 え 、
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 を 回 転 可 能 で あ り 、 上 記 第 １
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の 筆 記 具 は 、 該 第 １ の 位 置 に あ る と き は 上 記 本 体 内 に 位 置 し 、 該 第 ２ の 位 置 に あ る と き は
該 本 体 外 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 多 機 能 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 上 記 刃 物 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 更 に 備 え 、
　 上 記 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 使 用 し な い と き に 、 上 記 刃 物 を 自 動 的 に 上 記 ナ イ フ 部 内 に 格 納
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ３ 記 載 の 多 機 能 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 上 記 第 １ の 筆 記 具 は 、 ペ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ３ 記 載 の 多 機 能 実 用 ツ ー ル
。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 上 記 第 ２ の 筆 記 具 は 、 蛍 光 マ ー カ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ３ 記 載 の 多 機 能 実 用
ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 上 記 本 体 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 更 に 備 え 、
　 上 記 容 器 は 、 上 記 本 体 内 に 位 置 す る と き に 、 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 端 部 の １ つ を
格 納 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ３ 記 載 の 多 機 能 実 用 ツ ー ル 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 上 記 本 体 内 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 更 に 備 え 、
　 上 記 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 上 記 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 該 ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ３ 記 載 の 多 機 能 実 用 ツ ー ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 多 機 能 実 用 ツ ー ル
【 関 連 出 願 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 特 許 出 願 は 、 ２ ０ ０ １ 年 ８ 月 １ ３ 日 に 出 願 さ れ た 係 属 中 の 米 国 仮 特 許 出 願 番 号 ６ ０ ／
３ １ ２ ， １ ３ １ 号 、 発 明 の 名 称 「 ス リ ー イ ン ワ ン 実 用 ツ ー ル （ THREE-IN-ONE UTILITY TOO
L） 」 、 ２ ０ ０ ２ 年 ６ 月 ２ ６ 日 に 出 願 さ れ た 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 番 号 第 １ ０ ／ １ ８ ４ ，
３ ０ ３ 号 、 発 明 の 名 称 「 ス リ ー イ ン ワ ン 実 用 ツ ー ル （ THREE-IN-ONE UTILITY TOOL） 」 及
び ２ ０ ０ ２ 年 ８ 月 １ ２ 日 に 出 願 さ れ た 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 、 発 明 の 名 称 「 多 機 能 実 用 ツ
ー ル （ MULTI-TASKING UTILITY TOOL） 」 の 優 先 権 を 主 張 す る 。 ま た 、 ２ ０ ０ １ 年 ８ 月 １ ３
日 に 出 願 さ れ た 仮 特 許 出 願 番 号 第 ６ ０ ／ ３ １ ２ ， １ ３ １ 号 、 発 明 の 名 称 「 ス リ ー イ ン ワ ン
実 用 ツ ー ル 」 、 ２ ０ ０ ２ 年 ６ 月 ２ ６ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 番 号 第 １ ０ ／ １ ８ ４ ， ３
０ ３ 号 、 発 明 の 名 称 「 ス リ ー イ ン ワ ン 実 用 ツ ー ル 」 及 び ２ ０ ０ ２ 年 ８ 月 １ ２ 日 に 出 願 さ れ
た 米 国 特 許 出 願 、 発 明 の 名 称 「 多 機 能 実 用 ツ ー ル 」 は 、 引 用 す る こ と に よ り 、 本 特 許 願 に
援 用 さ れ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 ツ ー ル の 分 野 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 本 発 明 は 、 交 換 可 能 な ナ イ フ ブ
レ ー ド カ ー ト リ ッ ジ （ knife blade cartridge） 及 び 交 換 可 能 な 小 型 の 筆 記 用 具 を 備 え る
多 機 能 ツ ー ル の 分 野 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の ツ ー ル の 世 界 で は 、 数 多 く の 様 々 な 種 類 の カ ッ テ ィ ン グ ツ ー ル が 、 入 手 可 能 で あ
る 。 こ れ ら の カ ッ テ ィ ン グ ツ ー ル の １ つ と し て 、 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ツ ー ル （ box cutt
ing tool） 、 す な わ ち カ ッ タ ナ イ フ （ Exacto knife） が あ る 。 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ナ イ
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フ の ナ イ フ 部 分 は 、 ナ イ フ が 容 易 に 材 料 を 完 全 に 切 断 す る よ う に 十 分 に 鋭 敏 で あ る 。 し た
が っ て 、 数 多 く の 大 工 及 び ツ ー ル の ユ ー ザ は 、 カ ッ タ ナ イ フ を 用 い て 材 料 を 切 る 前 に 、 材
料 が 切 断 さ れ る 箇 所 に 印 を 付 け る 。 ま た 、 箱 を 開 け る た め に そ の よ う な ナ イ フ を 用 い る と
き 、 筆 記 用 具 は 、 箱 の 中 身 に 関 す る 荷 印 を 箱 に 記 入 す る と き の に 便 利 で あ る 。 こ の よ う に
、 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ナ イ フ を 使 用 す る と き 、 ユ ー ザ は 、 近 く に ペ ン 又 は マ ー カ を 揃 え
て 置 く に ち が い な い 。 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ナ イ フ が 広 く 普 及 し て い る け れ ど も 、 ナ イ フ
の 刃 は と て も 鋭 く 、 し た が っ て 危 険 で あ る 。 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ナ イ フ は 、 延 長 位 置 （
extended position） と 格 納 位 置 （ retracted position） 間 を ス ラ イ ド す る ナ イ フ ス イ ッ
チ を 本 体 上 部 に 備 え る 。 ナ イ フ ス イ ッ チ が 格 納 位 置 に あ る と き 、 ナ イ フ は ツ ー ル 本 体 の 中
に 収 容 さ れ て い る 。 一 方 、 ユ ー ザ が ナ イ フ を 使 用 す る と き 、 ユ ー ザ は ナ イ フ ス イ ッ チ を 延
長 位 置 に 向 か っ て 前 方 に 押 し 出 す と 、 そ れ に よ っ て 、 ナ イ フ は 正 面 の ス ロ ッ ト か ら 突 出 す
る 。 ボ ッ ク ス カ ッ テ ィ ン グ ナ イ フ は 、 使 用 し な い と き に 、 ナ イ フ を 自 動 的 に カ ッ テ ィ ン グ
ツ ー ル 本 体 の 内 部 に 格 納 す る 安 全 機 構 を 有 し な い 。 し た が っ て 、 ナ イ フ の 刃 に 注 意 を 払 わ
な い 場 合 、 ユ ー ザ は 容 易 に 自 分 自 身 を 切 っ て し ま う 虞 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 実 用 ツ ー ル は 、 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る 本 体 を 備 え る 。
第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 は 、 本 体 の 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 。 刃 物 は 本 体 内 に 置 か れ 、 本
体 の 第 １ の 端 部 か ら ス ラ イ ド し て 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト
は 、 本 体 に 結 合 さ れ 、 第 １ の 道 具 を 有 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 本 体 の 第 １ の 位 置
と 第 ２ の 位 置 間 を 移 動 可 能 で あ り 、 第 １ の 位 置 に い る と き に 、 第 １ の 道 具 は 第 １ の 端 部 か
ら 突 き 出 る 。 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 刃 物 に 連 結 す る ナ イ フ ス イ ッ チ を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ
に よ り 、 刃 物 は 、 延 長 位 置 と 格 納 位 置 間 を ス ラ イ ド し て 移 動 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト
は 、 更 に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト が 第 ２ の 位 置 に あ る と き に 、 第 ２ の 端 部 よ り 外 に 突 き 出
る 第 ２ の 道 具 を 備 え る 。 第 １ の 道 具 は 筆 記 具 で あ り 、 第 ２ の 道 具 は 計 測 器 で あ る 。 実 用 ツ
ー ル は 、 更 に 、 実 用 ツ ー ル に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 備 え 、 容 器 は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ
ッ ト の 端 部 を 実 用 ツ ー ル 内 に 位 置 す る よ う に 収 納 す る 。 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 実 用 ツ ー ル
に 沿 っ て 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 備 え 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 ト
ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 様 態 で は 、 実 用 ツ ー ル は 、 本 体 と 、 本 体 に 結 合 さ れ る 第 １ の 筐 体 と を 備 え
る 。 第 １ の 筐 体 は 、 ス ラ イ ド し て 外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た 刃 物 を 収 納 す る 。 第 ２ の
筐 体 は 、 本 体 に 結 合 さ れ 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 す る 。 第
２ の 筐 体 は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 を 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 筐 体 の
第 １ の 端 部 は 、 第 １ の 位 置 に あ る と き は 本 体 内 に 位 置 す る 。 第 ２ の 筐 体 の 第 １ の 端 部 は 、
第 ２ の 位 置 に あ る と き は 本 体 外 に 位 置 す る 。 実 用 ツ ー ル は 、 第 １ の 筐 体 に 収 納 さ れ た 刃 物
に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 使 用 し な い と き に 、 刃 物 を 自 動
的 に 実 用 ツ ー ル 内 に 格 納 す る 。 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 第 ２ の 筐 体 の 第 １ の 端 部 か ら 突 き 出
る 第 １ の 道 具 を 備 え 、 第 ２ の 端 部 か ら 突 き 出 る 第 ２ の 道 具 を 備 え る 。 第 １ の 道 具 は 、 筆 記
具 で あ り 、 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で あ る 。 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 実 用 ツ ー ル に 一 体 的 に 形
成 さ れ た 容 器 を 備 え 、 容 器 は 、 第 ２ の 筐 体 の 選 択 さ れ た １ つ の 端 部 を 格 納 す る 。 実 用 ツ ー
ル は 、 本 体 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 備 え 、 第 ２ の 筐 体 は 、 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、
ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 様 態 で は 、 刃 物 は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有
す る 。 刃 物 は 、 内 部 に カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト を 備 え る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 互 い に
反 対 側 に 位 置 す る 第 ３ の 端 部 と 第 ４ の 端 部 を 有 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 所 定 の 軸
の 回 り を 回 転 し 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 第 ４ の 端 部 が 刃 物 の 第 １ の 端 部 に 最 も 近 い と き
は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 第 ３ の 端 部 は 刃 物 内 に 位 置 し 、 第 ３ の 端 部 が 刃 物 の 第 １ の 端
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部 に 最 も 近 い と き は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 第 ４ の 端 部 が 刃 物 内 に 位 置 す る 。 刃 物 は 、
刃 物 の 第 ２ の 端 部 か ら 外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た ナ イ フ を 備 え る 。 刃 物 は 、 更 に 、 ナ
イ フ に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 ナ イ フ を 刃 物 内 に 格 納 す る
。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 更 に 、 第 ３ の 端 部 か ら 突 き 出 る 筆 記 具 を 備 え 、 第 ４ の 端 部 か
ら 突 き 出 る 第 ２ の 筆 記 具 を 備 え る 。 第 １ の 筆 記 具 は 、 ペ ン で あ り 、 第 ２ の 筆 記 具 は 、 蛍 光
マ ー カ で あ る 。 刃 物 は 、 更 に 、 刃 物 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 容 器 を 備 え 、 容 器 は 、 カ ー ト リ
ッ ジ ユ ニ ッ ト の 端 部 を 刃 物 内 に 位 置 す る よ う に 収 納 し 、 本 体 内 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ
ッ ク を 備 え 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 で は 、 多 機 能 実 用 ツ ー ル は 、 本 体 と 、 本 体 に 結 合 さ れ 、 ス ラ イ ド し て
外 に 突 き 出 る よ う に 構 成 さ れ た 刃 物 を 収 納 す る ナ イ フ 部 と 、 本 体 に 結 合 さ れ 、 互 い に 反 対
側 に 位 置 す る 第 １ の 筆 記 具 と 第 ２ の 筆 記 具 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト と を 備 え る 。 カ
ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 を 回 転 可 能 で あ り 、 第 １ の 筆 記 具 は 、
第 １ の 位 置 に あ る と き は 本 体 内 に 位 置 し 、 第 ２ の 位 置 に あ る と き は 本 体 外 に 位 置 す る 。 多
機 能 実 用 ツ ー ル は 、 刃 物 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 使 用 し
な い と き に 、 刃 物 を 自 動 的 に ナ イ フ 部 内 に 格 納 す る 。 第 １ の 筆 記 具 は 、 ペ ン で あ る 。 第 ２
の 筆 記 具 は 、 蛍 光 マ ー カ で あ る 。 多 機 能 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 本 体 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た
容 器 を 備 え 、 容 器 は 、 本 体 内 に 位 置 す る と き に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト の 端 部 の １ つ を 収
納 す る 。 多 機 能 実 用 ツ ー ル は 、 本 体 内 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ト ラ ッ ク を 備 え 、 カ ー ト リ ッ
ジ ユ ニ ッ ト は 、 ト ラ ッ ク に 結 合 さ れ 、 ト ラ ッ ク に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 実 用 ツ ー ル は 、 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の
端 部 を 有 す る 本 体 と 、 本 体 内 に 置 か れ 、 本 体 第 １ の 端 部 か ら ス ラ イ ド し て 突 き 出 る よ う に
構 成 さ れ た ナ イ フ の 刃 と 、 本 体 に 結 合 さ れ 、 第 １ の 道 具 を 有 し 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置
間 を 移 動 可 能 で あ り 、 第 １ の 位 置 に い る と き に 、 第 １ の 道 具 は 第 １ の 端 部 か ら 突 き 出 る カ
ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト と を 備 え る 。 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 ナ イ フ の 刃 に 連 結 さ
れ る ナ イ フ ス イ ッ チ を 有 し 、 ナ イ フ ス イ ッ チ に よ り 、 ナ イ フ の 刃 は 、 本 体 に お け る 延 長 位
置 と 格 納 位 置 間 を ス ラ イ ド し て 移 動 で き る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 本 体 内 に 取 り 付 け ら れ た と
き の み 、 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 ナ イ フ の 刃 を 本 体 の 格 納 位 置 か ら 延 長 位 置 に 移 動 で き る 。 実
用 ツ ー ル は 、 更 に 、 ナ イ フ ス イ ッ チ に 結 合 さ れ 、 ナ イ フ の 刃 を 格 納 位 置 に 付 勢 す る ば ね 機
構 を 備 え る 。 実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 第 １ の 道 具 に 選 択 的 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 第
２ の 道 具 を 備 え る 。 第 ２ の 道 具 は 、 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 両 方 に 選 択 的 に 連
結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る 。 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で
あ り 、 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー
プ の う ち の １ つ で あ る 。 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る 。 本 体 は 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー
ト リ ッ ジ を 挿 入 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 を 有 す る 。 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 ス ナ
ッ プ フ ィ ッ ト に よ っ て 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ を 本 体 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 に 係 合
す る 及 び 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 か ら 取 り 外 す た め の ば ね 板 部 材 を 備 え る 。 取 り 外 し 可 能 刃 カ ー
ト リ ッ ジ は 、 更 に 、 第 １ の 刃 部 材 と 、 第 １ の 刃 部 材 と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ て 、 結 合 さ
れ た 第 ２ の 刃 部 材 と を 備 え る と と も に 、 第 １ の 刃 部 材 と 第 ２ の 刃 部 材 間 に 位 置 す る ナ イ フ
の 刃 を 収 納 す る 逃 げ ス ロ ッ ト に 連 結 し た ナ イ フ ス ロ ッ ト を 覆 う 薄 膜 の 材 料 を 備 え 、 ナ イ フ
の 刃 は 、 最 初 に 本 体 の 格 納 位 置 か ら 延 長 位 置 に 移 動 さ れ た と き 、 薄 膜 の 材 料 を 貫 通 す る 。
実 用 ツ ー ル は 、 更 に 、 本 体 に 結 合 さ れ る ク リ ッ プ を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 様 態 に お い て 、 実 用 ツ ー ル は 、 実 質 的 に 円 筒 形 の 形 状 を 有 し 、 互 い に 反 対 側 に 位 置
す る 第 １ の 端 部 と 第 ２ の 端 部 を 有 し 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 を 有 す る 本 体 と 、 本 体 の 刃 カ ー ト
リ ッ ジ 室 に 挿 入 さ れ 、 ス ラ イ ド し て 第 １ の 端 部 か ら 外 に 出 る ナ イ フ の 刃 を 収 納 す る 取 り 外
し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ と 、 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の 両 方 に 選 択 的 に 連 結 さ れ
る 第 １ の 道 具 と を 備 え る 。 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 ナ イ フ の 刃 が 連 結 さ れ た ナ

(8) JP 2004-538094 A5 2006.1.5



イ フ ス イ ッ チ を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ は 、 ナ イ フ の 刃 を 、 使 用 し な い と き に 、 自 動 的 に 本
体 内 に 格 納 す る 。 実 用 ツ ー ル 、 更 に 、 第 １ の 道 具 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 第 ２ の 道
具 を 備 え 、 第 ２ の 道 具 は 、 本 体 の 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 の い ず れ か 一 方 に 選 択 的 に 連
結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る 。 第 ２ の 道 具 は 、 計 測 器 で
あ る 。 第 ２ の 道 具 は 、 筆 記 具 で あ る 。 計 測 器 は 、 格 納 式 巻 尺 、 水 準 器 、 コ ン パ ス 及 び バ ー
コ ー ド ス キ ャ ナ か ら な る グ ル ー プ の う ち の １ つ で あ る 。 第 ２ の 道 具 は 、 照 明 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 様 態 に お い て 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 溝 ス ロ ッ ト と 溝 ス ロ ッ ト に 連 結
し た 刃 ス ロ ッ ト と を 有 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 と 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 溝 ス ロ ッ ト 内 に
位 置 し 、 開 位 置 と 閉 位 置 間 を ス ラ イ ド し て 移 動 す る ナ イ フ の 刃 と 、 ナ イ フ の 刃 が 取 り 付 け
ら れ 、 ナ イ フ の 刃 を 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 の 開 位 置 と 閉 位 置 間 で 移 動 さ せ る 案 内 組 立 体 と を
備 え る 。 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ を カ ー ト リ ッ
ジ 室 に 係 合 す る 及 び 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 か ら 取 り 外 す た め の ば ね 板 部 材 を 備 え る 。 刃 カ ー ト
リ ッ ジ 本 体 は 、 第 １ の 刃 部 材 と 、 第 １ の 刃 部 材 と 実 質 的 に 平 行 に 配 置 さ れ て 、 結 合 さ れ た
第 ２ の 刃 部 材 と を 更 に 備 え る と と も に 、 第 １ の 刃 部 材 と 第 ２ の 刃 部 材 間 に 位 置 す る 逃 げ ス
ロ ッ ト に 連 結 し た ナ イ フ ス ロ ッ ト を 覆 う 薄 膜 の 材 料 を 備 え 、 ナ イ フ の 刃 は 、 最 初 に 刃 カ ー
ト リ ッ ジ 本 体 の 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 動 さ れ た と き 、 薄 膜 の 材 料 を 貫 通 す る 。 取 り 外 し 可
能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 更 に 、 ナ イ フ の 刃 を 閉 位 置 に 付 勢 す る 案 内 ば ね を 備 え る 。 ナ イ フ
の 刃 は 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 内 に 取 り 付 け ら れ た と き の み
、 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 動 可 能 で あ る 。 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 取 り 外 し 可 能
な 刃 カ ー ト リ ッ ジ が 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 か ら 取 り 外 さ れ た と き に 、 案 内 組 立 体 に 第 １ の 力
を 加 え る 安 全 ば ね を 備 え 、 ナ イ フ の 刃 は 、 案 内 組 立 体 に 第 １ の 力 が 加 え ら れ た と き に 、 移
動 が 阻 止 さ れ る 。 案 内 組 立 体 は 、 ナ イ フ の 刃 に 連 結 さ れ た ナ イ フ ス イ ッ チ を 更 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 態 様 で は 、 取 り 外 し 可 能 な 刃 カ ー ト リ ッ ジ は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 の 移 動 を
阻 止 さ れ る ナ イ フ の 刃 を 収 納 す る 収 納 手 段 と 、 ナ イ フ の 刃 を 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間 で
移 動 さ せ る 移 動 手 段 で あ っ て 、 起 動 さ れ た と き に ナ イ フ の 刃 を 移 動 す る こ と が で き る 移 動
手 段 と 、 移 動 手 段 に 力 を 加 え て 、 移 動 手 段 を 起 動 す る 起 動 手 段 と を 備 え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 及 び 他 の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 本
発 明 を 好 ま し い 実 施 例 を 用 い て 説 明 す る が 、 こ れ ら の 実 施 例 は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は
な い 。 反 対 に 、 本 発 明 は 、 変 形 例 、 変 更 例 及 び 均 等 例 を カ バ ー す る も の で あ り 、 こ れ ら は
、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 内 に 含 ま れ る 。 更 に 、 本 発 明
の 以 下 の 詳 細 な 説 明 に お け る 数 多 く の 具 体 的 な 詳 細 は 、 本 発 明 を 完 全 に 理 解 す る た め の も
の で あ る 。 な お 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 具 体 的 な 詳 細 な し で 実 施 で き る 点 に 留 意 す る 必 要 が
あ る 。 他 の 実 施 例 で は 、 本 発 明 の 特 徴 を 不 必 要 に 曖 昧 に し な い よ う に 、 周 知 の 方 法 、 手 順
及 び 構 成 要 素 の 詳 細 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に
基 づ く 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 実 施 例 の 分 解 立 体 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に 基 づ く ナ イ フ 部
の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ Ａ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る
。 図 ４ Ｂ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 の 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ は 、 概 し て 、 図 １ で 示 す よ う に 、 本 体 １ ０ ２ と 、 ナ イ フ 部 （
knife compartment） １ ０ ４ と 、 回 転 可 能 な カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ と を 備 え 、 カ ー
ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ と 、 ペ ン １ １ ２ と を 備 え る 。 蛍 光 マ ー カ １
１ ０ 及 び ／ 又 は ペ ン １ １ ２ は 、 キ ャ ッ プ １ １ ４ で カ バ ー さ れ て い る 。 更 に 、 実 用 ツ ー ル １
０ ０ は 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ と 、 ピ ン １ １ ８ と 、 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ と
、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ と を 備 え 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ に は ば ね １ ３ ０ 、 取 付 支 持 台 １
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１ ７ 及 び ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ で 示 す よ う に 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 本 体 １ ０ ２ 、 す な わ ち 筐 体 は 、 上
面 １ ０ ２ Ａ と 、 底 面 １ ０ ２ Ｂ と 、 右 側 部 １ ０ ２ Ｃ と 、 左 側 部 １ ０ ２ Ｄ と 、 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ
と 、 先 端 部 １ ０ ２ Ｆ （ 図 ２ ） と を 有 す る 。 本 体 １ ０ ２ は 、 こ れ ら の ２ つ の 部 分 か ら で き て
い る が 、 本 体 １ ０ ２ は 、 １ つ の 部 分 を 含 む あ ら ゆ る 適 切 な 数 の 部 分 か ら 構 成 で き る こ と は
言 う ま で も な い 。 図 ２ 及 び 図 ４ Ａ で 示 す よ う に 、 本 体 １ ０ ２ は 、 本 体 １ ０ ２ の 後 端 部 １ ０
２ Ｅ と 先 端 部 １ ０ ２ Ｆ と の 間 の 中 間 に 位 置 す る 上 面 １ ０ ２ Ａ の 両 側 に 突 出 部 １ ０ ３ を 有 す
る 。 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 １ ０ ２ は 、 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ と 突 出 部 １ ０ ３ と の 間 の 隙
間 （ space） と し て 画 定 さ れ る カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ を 有 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ス ロ
ッ ト １ ２ ２ は 、 ま た 、 上 面 １ ０ ２ Ａ と 底 面 １ ０ ２ Ｂ と の 間 の 隙 間 と し て も 画 定 さ れ 、 こ れ
に つ い て は 後 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と 、 左 側 部 １ ０ ４ Ｂ を
有 し 、 左 側 部 １ ０ ４ Ｂ 及 び 右 側 部 １ ０ ４ Ａ は 、 両 方 と も 対 応 す る 上 面 １ ０ ４ Ｃ を 有 す る 。
ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ の 先 端 部 １ ０ ２ Ｆ の 反 対 側 に 位 置 す る 正 面 １ ０ ４ Ｆ を 有 す
る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ か ら 分 離 さ れ て い る よ う に 説 明 す る が 、 他 の 実 施 例 と
し て 、 本 体 １ ０ ２ と ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ と し て 一 体 化 さ れ た 構 成 部 品 で
あ っ て も よ い 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 右 側 部 １ ０
４ Ａ は 本 体 １ ０ ２ の 右 側 部 １ ０ ２ Ｃ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 同 様 に 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 左
側 部 １ ０ ４ Ｂ は 、 本 体 １ ０ ２ の 左 側 部 １ ０ ２ Ｄ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と 左 側 部 １ ０ ４ Ｂ の 間 に ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 円 弧 状 部
（ rounded portion） １ ３ ４ と 孔 （ aperture） １ ３ ２ を 有 す る 。 円 弧 状 部 １ ３ ４ は 、 本 体
１ ０ ２ の 底 面 １ ０ ２ Ｂ の 近 く に 位 置 す る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 右 側 部 １ ０ ４ Ａ 及 び 左 側 部 １
０ ４ Ｂ は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 円 弧 状 部 １ ３ ４ の 孔 １ ３ ２ に 嵌 ま る ピ ン １ １ ８ に よ っ て 、 互
い に 結 合 さ れ る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る と 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ を 形
成 す る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ が 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る と 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 円 弧 状 部 １ ３ ４
は 、 本 体 １ ０ ２ の 先 端 部 １ ０ ２ Ｆ の 下 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 摩 擦 嵌 合 （ friction fit） に よ っ て 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ 、 ナ イ フ
部 １ ０ ４ の 内 壁 間 の 距 離 は 、 本 体 １ ０ ２ の 右 側 部 １ ０ ２ Ｃ と 左 側 部 １ ０ ２ Ｄ 間 の 距 離 よ り
も 僅 か に 短 い 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 ピ ン １ １ ８ は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と
左 側 部 １ ０ ４ Ｂ の 両 方 を 保 持 す る こ と に よ っ て 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ と 本 体 １ ０ ２ 間 の 摩 擦 嵌
合 を 維 持 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と 左 側 部 １ ０ ４ Ｂ を 互 い に 保 持 す る 他 の
手 段 を 用 い て も よ い 。 他 の 実 施 例 で は 、 使 用 者 が ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ を 取 り 外 す か 、 交 換 す
る た め に 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ を 開 け る こ と が で き る ネ ジ 、 ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト （ snap fit） 又
は 他 の 手 段 に よ っ て 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、
開 閉 位 置 （ open and closed position） 間 に お い て ピ ン １ １ ８ の 周 り を 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 正 面 １ ０ ４ Ｆ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 面 １ ０ ４ Ｃ か ら 下 方 の 円 弧 状
部 １ ３ ４ に 延 長 し て い る 。 ナ イ フ ス ロ ッ ト １ ０ ８ は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 正 面 １ ０ ４ Ｆ に 沿
っ て 設 け ら れ て い る 。 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ （ 図 １ ） は 、 ナ イ フ 又 は ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が
格 納 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 格 納 位 置 と 延 長 位 置 間 を ス ラ イ ド す る
。 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 図 １ で 示 す よ う に 、 格 納 位 置 に あ る と き は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ 内 に
あ る 。 同 様 に 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ で 示 す よ う に 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 延 長 位 置 に あ る と
き は 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト １ ０ ８ を 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 上 面 １ ０ ４ Ｃ に は 、 図 １ で 示 す よ う に 、 ナ イ フ ス イ
ッ チ １ １ ６ を 収 容 す る た め に 、 く ぼ ん だ 長 方 形 の 溝 １ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ナ イ フ ス イ
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ッ チ １ １ ６ 及 び 取 付 支 持 台 １ １ ７ は 、 本 体 １ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ る ば ね １ ３ ０ に 連 結 さ れ
て お り 、 そ れ に よ っ て 、 ば ね １ ３ ０ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ を 格 納 位 置 に 動 か す 。 し た
が っ て 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ に よ っ て 、 意 図 し な い の に 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が 延 長 位 置
に 残 さ れ る こ と を 防 止 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ か ら
簡 単 に 交 換 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 ピ ン １ １ ８ の 周 り を 閉 位 置 と 開
位 置 間 で 回 転 す る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ が 開 位 置 に あ る と き 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ 及 び ナ イ フ ス
イ ッ チ １ １ ６ は 、 露 出 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ は 、 ナ イ フ の 刃 １
２ ６ を 係 合 す る 取 付 支 持 台 １ １ ７ に 連 結 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 取 付 支 持 台 １ １ ７ は 、 ナ イ
フ の 刃 １ ２ ６ を 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た ２ つ の 係 合 ピ ン １ １ ７ Ａ を 備 え 、 係 合 ピ ン １ １
７ Ａ は 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ の 切 欠 部 １ ２ ７ に 嵌 め 込 ま れ る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ が 開 位 置 に あ
り 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ と ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ が 露 出 し て い る と き に 、 ユ ー ザ は 、 係 合 ピ
ン １ １ ７ Ａ か ら ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ の 切 欠 部 １ ２ ７ を 外 す こ と に よ っ て 、 使 用 済 み の ナ イ フ
の 刃 １ ２ ６ を 取 り 外 す 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 新 品 の ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ の 切 欠 部 １ ２ ７ を 係
合 ピ ン １ １ ７ Ａ を 係 合 す る こ と よ っ て 、 新 品 の ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ に 交 換 す る 。 他 の 実 施 例
で は 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が 一 体 と し て 取 り 付 け ら れ た ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ を 取 り 外 し 、
新 品 の ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ 及 び ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ か ら な る 単 体 に 交 換 し て も よ い 。 こ の
よ う に す る と 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ 自 体 へ の 接 触 を 最 小 限 に し て 、 簡
単 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 体 １ ０ ２ は 、 本 体 １ ０ ２ の 上 面 １ ０ ２ Ａ か ら の 底 面 １ ０ ２ Ｂ ま で の
隙 間 と し て 画 定 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ を 有 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２
２ は 、 方 形 の 形 状 を 有 し 、 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 中 間 の 突 出 部 １ ０ ３ ま で 繋 が っ て い る 。 本
体 １ ０ ２ の 両 方 の 内 壁 １ ４ ０ に は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ か ら 突 出 し て い る ノ ブ 又
は ノ ブ 部 材 １ ３ ８ を 収 容 す る た め に 溝 １ ４ ２ が 設 け ら れ 、 こ れ に つ い て は 、 後 で 詳 細 に 説
明 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 本 体 １ ０ ２ の 片 方 の 内 壁 １ ４ ０ だ け に 、 ノ ブ １ ３ ８ を 収 容 す る
た め の 溝 １ ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら の 突 出 部 １ ０ ３ ま で の カ ー ト リ ッ
ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 長 さ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ａ と 端 部 １ ０ ７ Ｂ
間 の 長 さ よ り も 短 い 。 溝 １ ４ ２ に よ り 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 溝 １ ４ ２ の 狭 い
部 分 １ ４ ２ Ａ と し て 表 さ れ る 内 側 の 又 は 第 １ の 位 置 か ら 溝 １ ４ ２ の 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ と し
て 表 さ れ る 外 部 の 又 は 第 ２ の 位 置 に 、 本 体 １ ０ ２ に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ り 、 こ れ に つ い て
は 、 後 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ 、 す な わ ち 筐 体 は 、 実 質 的 に は 長 方 形
の 形 状 を 有 す る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 右 側 部 １ ０ ６ Ａ と 左 側 部 １ ０ ６ Ｂ を 有
す る と と も に 、 ２ つ の 端 部 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ を 有 す る 。 端 部 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ は 、 互
い に 対 向 す る 位 置 に あ り 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 各 端 部 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ に は
、 ツ ー ル が 設 け ら れ て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ツ ー ル は マ ー キ ン グ 用 具 、 例 え
ば ペ ン １ １ ２ 及 び 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ で あ り 、 ペ ン １ １ ２ は 端 部 １ ０ ７ Ａ か ら 外 側 に 伸 び 、
蛍 光 マ ー カ １ １ ０ は 端 部 １ ０ ７ Ｂ か ら 外 側 に 伸 び て い る 。 し た が っ て 、 ペ ン １ １ ２ は 、 カ
ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ と は 反 対 の 方 向 に 伸 び て い る 。 他 の 実 施 例
で は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 端 部 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ か ら 外 側 に 伸 び る 他 用 具
、 例 え ば 格 納 式 巻 尺 、 懐 中 電 灯 、 コ ン パ ス 、 水 準 器 、 バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ 又 は 他 の ア ク セ
サ リ を 有 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０
６ の 右 側 部 １ ０ ６ Ａ 及 び 左 側 部 １ ０ ６ Ｂ の 中 央 の 位 置 か ら 垂 直 に 外 側 に 伸 び る ノ ブ １ ３ ８
を 有 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ノ ブ １ ３ ８ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 一 方 の 側 部 か
ら 外 側 に 伸 び 、 又 は カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 中 央 以 外 の 位 置 か ら 外 側 に 伸 び る よ う
に 構 成 さ れ る 。 ノ ブ １ ３ ８ に よ り 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 ノ ブ １ ３ ８ を 通 る 軸
の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ 内 に 配 置 さ れ る 。
カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 各 側 面 か ら 伸 び て い る ノ ブ １ ３ ８ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ
ト １ ２ ２ 内 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 溝 １ ４ ２ に 嵌 め 込 ま れ る 。 上 述 し た よ う に 、 カ ー ト リ ッ
ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は ノ ブ １ ３ ８ の 周 り を 回 転 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ユ ー ザ は 、
カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 所 望 の 端 部 が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側
に 向 か う よ う に カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 回 転 さ せ る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６
の 所 望 の 端 部 が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 露 出 し た 位 置 、 す な わ ち 外 側 に 向
い た と き は 、 所 望 の 端 部 に 対 向 し た 端 部 は 、 本 体 １ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ユ
ー ザ が ペ ン １ １ ２ を 備 え て い る 端 部 １ ０ ７ Ａ を 用 い る こ と を 望 む と き は 、 ユ ー ザ は 、 そ の
端 部 １ ０ ７ Ａ が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側 に 向 か う よ う に カ ー ト リ ッ ジ
ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 回 転 さ せ る 。 上 述 し た よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０
７ Ａ と 端 部 １ ０ ７ Ｂ は 、 互 い に 反 対 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 端 部 １ ０ ７ Ａ が 実 用 ツ ー ル
１ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側 に 向 い て い る と き は 、 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ を 有 す る カ ー ト
リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ｂ は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 本 体 １ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ て
い る 。 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ は 、 本 体 １ ０ ２ 内 に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 露 出 し た 位
置 に な い 端 部 を カ バ ー す る と と も に 、 保 管 す る 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ を 備 え る 。 し た が っ て
、 こ の 具 体 例 で は 、 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ は 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ 内 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 取 外 し 可 能 で あ り 、 交 替 カ ー ト リ ッ ジ を こ の 実 用 ツ ー ル
１ ０ ０ で 使 う こ と が で き る 。 こ の 実 施 例 で は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 ノ ブ １ ３
８ を 溝 １ ４ ２ の 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ の 方 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 、 本 体 １ ０ ２ か ら 取 り 外 さ
れ る 。 ユ ー ザ は 、 ノ ブ １ ３ ８ を 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ に 一 旦 移 動 し 、 １ つ 以 上 の ノ ブ １ ３ ８ が
広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ 内 か ら 外 れ る よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 僅 か に 捻 る 又 は 曲
げ る 。 ユ ー ザ は 、 ノ ブ １ ３ ８ を 溝 １ ４ ２ の 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ か ら 一 旦 外 し た 後 は 、 カ ー ト
リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 本 体 １ ０ ２ か ら 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 同 様 に 、 カ ー ト リ
ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 取 り 付 け る た め に は 、 ユ ー ザ は 、 １ つ 以 上 の ノ ブ １ ３ ８ が 広 い 部 分
１ ４ ２ Ｂ 内 に 入 る ま で 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 僅 か に ね じ る 又 は 曲 げ る 。 あ る い
は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 本 体 １ ０ ２ の 内 壁 １ ４ ０ が 互 い に 僅 か に 離 れ る よ う
に 、 内 壁 １ ４ ０ に 力 を 加 え る こ と に よ っ て 、 本 体 １ ０ ２ に 取 り 付 け ら れ 、 又 は 本 体 １ ０ ２
か ら 取 り 外 さ れ る 。 内 壁 １ ４ ０ を 互 い に 離 す こ と に よ り 、 ノ ブ １ ３ ８ を 溝 １ ４ ２ の 広 い 部
分 １ ４ ２ Ｂ に 取 り 付 け 又 は 取 り 外 す の に 十 分 な ク リ ア ラ ン ス が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 で は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ を 組 み 立 て る た め に 、 本 体 １ ０ ２ の 左 側 部
１ ０ ２ Ｄ 及 び 右 側 部 １ ０ ２ Ｃ は 、 突 き 合 せ 結 合 （ snap tight fit） に よ っ て 互 い に 結 合 さ
れ る （ snapped） 。 他 の 実 施 例 で は 、 本 体 １ ０ ２ の 側 部 １ ０ ２ Ｃ 、 １ ０ ２ Ｄ は 、 他 の 手 段
、 例 え ば 接 着 剤 、 ネ ジ 又 は 他 の 同 等 な 物 に よ っ て 、 互 い に 組 み 立 て ら れ る 。 側 部 １ ０ ２ Ｃ
、 １ ０ ２ Ｄ が 互 い に 結 合 さ れ る と 、 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ は 、 本 体 １ ０ ２ の 右 側 部 １ ０ ２ Ｃ
と 左 側 部 １ ０ ２ Ｄ 間 に 配 置 さ れ 、 本 体 １ ０ ２ 内 に 保 持 さ れ る 。 ノ ブ １ ３ ８ を カ ー ト リ ッ ジ
ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 内 壁 １ ４ ０ に 設 け ら れ た 溝 １ ４ ２ の 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ に 挿 入 す る こ と に
よ っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は ス ナ
ッ プ フ ィ ッ ト に よ っ て 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 円 弧 状 部 １ ３ ４ は 、 実 質
的 に 本 体 １ ０ ２ の 先 端 部 １ ０ ２ Ｆ の 近 く に 位 置 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は
、 他 の 手 段 、 例 え ば 接 着 剤 、 ネ ジ 又 は 他 の 同 等 な 物 に よ っ て 本 体 １ ０ ２ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と 左 側 部 １ ０ ４ Ｂ を ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト に よ っ て 互 い
に 結 合 す る こ と に よ っ て 組 み 立 て ら れ る 。 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 右 側 部 １ ０ ４ Ａ と 左 側 部 １ ０
４ Ｂ は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 各 側 部 を 貫 通 す る 孔 １ ３ ２ に カ バ ー ピ ン １ １ ８ を 嵌 め 込 む こ と
に よ っ て 、 互 い を 保 持 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ 部 １ ０ ４ は 、 他 の 手 段 、 例 え ば 接 着
剤 、 ネ ジ 又 は 他 の 同 等 な 物 に よ っ て 、 互 い に 組 み 立 て ら れ る 。 ま た 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １
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６ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ の 溝 付 部 が 溝 １ ２ ０ か ら 外 へ 突 き 出 る よ う に 、 ナ イ フ 部 １ ０
４ 内 に 配 設 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ は 、 ２ つ の 係 合 ピ ン （ engagi
ng member） １ １ ７ Ａ を 備 え る 取 付 支 持 台 １ １ ７ に 連 結 さ れ て い る 。 係 合 ピ ン １ １ ７ Ａ は
、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ の 切 欠 部 １ ２ ７ に 嵌 め 込 ま れ る 。 し た が っ て 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６
が 延 長 位 置 に 移 動 す る と 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト １ ０ ８ を 通 し て 突 き 出 る
。 一 方 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ が 格 納 位 置 に 移 動 す る と 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は ナ イ フ 部 １
０ ４ 内 に あ る 。 取 付 支 持 台 １ １ ７ は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ 内 の 停 点 に 取 り 付 け た ば ね １ ３ ０
に 連 結 し て い る 。 ば ね １ ３ ０ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ を 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の ナ イ フ 部 １
０ ４ 内 の 格 納 位 置 に 付 勢 し 、 意 図 し な い の に 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が 延 長 位 置 に 残 さ れ る こ
と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の ナ イ フ 部 １ ０ ４ を 用 い る た め に 、 ユ ー ザ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６
を 単 に ナ イ フ 部 １ ０ ４ の 正 面 １ ０ ４ Ｆ の 方 へ 押 す 。 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ が 取 付 支 持 台 １ １ ７
に 連 結 さ れ て い る の で 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ は 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ を 格 納 位 置 か ら 延 長
位 置 ま で ス ラ イ ド 移 動 す る こ と が で き る 。 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ は 、 ユ ー ザ が 力 を 加 え て い る
限 り 、 延 長 位 置 に 止 ま る 。 他 の 実 施 例 と し て 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ を 延 長 位 置 に ロ ッ ク す る
た め に 、 ス イ ッ チ 又 は ロ ッ ク 機 構 を 用 い る こ と が で き る 。 上 述 の 通 り 、 ナ イ フ の 刃 １ ２ ６
が 意 図 せ ず に 延 長 位 置 で 残 さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 、 ナ イ フ ス イ ッ チ １ １ ６ は 、 格 納
位 置 に 向 け て ナ イ フ の 刃 １ ２ ６ を 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ は 、 希 望 に よ り 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 用 い
て 、 部 材 に マ ー ク を 付 け る 。 上 述 の 通 り 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ に は ２ つ の 端 部 １
０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ が あ り 、 端 部 １ ０ ７ Ａ に は ペ ン １ １ ２ が 、 端 部 １ ０ ７ Ｂ に は 、 蛍 光 マ ー
カ １ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ユ ー ザ が ペ ン １ １ ２ を 用 い る 場 合 、 ユ ー ザ は 、 カ ー ト リ ッ ジ
ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ の 方 へ 溝 １ ４ ２ に 沿 っ て 引 き 抜 く 。 上 述 の 通 り 、 カ ー ト
リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 長 さ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ａ と 端 部 １ ０
７ Ｂ 間 の 長 さ よ り 短 い 。 し た が っ て 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 実 質 的 に 溝 １ ４ ２ の
広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ に 又 は 近 く に 一 旦 移 動 す る と 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ が 回 転 す る
の に 十 分 な 距 離 で き る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ が 回 転 で き る こ と に よ り 、 カ ー ト リ
ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ａ は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側 に 向
く こ と が で き る 。 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ａ が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 部
か ら 外 側 へ 向 か う と 、 ユ ー ザ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 本 体 １ ０ ２ の 後 端 部 １ ０
２ Ｅ か ら 溝 １ ４ ２ に 沿 っ て 、 端 部 １ ０ ７ Ｂ が 本 体 １ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ る ま で 、 押 し 戻 す 。
こ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は ロ ッ ク さ れ 、 そ し て 、 端 部 １ ０ ７ Ａ が 実 用 ツ ー
ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側 を 向 い て い る と き に は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６
の 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ を 有 す る 端 部 １ ０ ７ Ｂ は 、 本 体 １ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 上 述 の 通
り 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 露 出 位 置 に な い 端 部 １ ０ ７ を 保
管 す る た め に 、 本 体 １ ０ ２ 内 に 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ を 有 す る 。 し た が っ て 、 こ の 具 体 例 で
は 、 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ は 、 内 部 キ ャ ッ プ １ ２ ８ 内 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 同 様 に 、 ユ ー ザ が 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ を 用 い る こ と を 選 択 す る 場 合 、 ユ ー ザ は 、 カ ー ト リ
ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ が カ ー ト リ ッ ジ ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 中 で 回 転 す る た め に 十 分 な ク リ ア ラ
ン ス を 有 す る よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を 溝 １ ４ ２ に 沿 っ て 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ の
方 へ 引 き 抜 く 。 こ の 時 点 で 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の ノ ブ １ ３ ８ は 、 実 質 的 に 溝 １
４ ２ の 広 い 部 分 １ ４ ２ Ｂ に 又 は 近 く に あ る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １
０ ６ を 、 蛍 光 マ ー カ １ １ ０ を 有 す る 端 部 １ ０ ７ Ｂ が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か
ら 外 側 へ 向 か う よ う に 、 回 転 さ せ る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ を
、 本 体 １ ０ ２ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 溝 １ ４ ２ に 沿 っ て 、 端 部 １ ０ ７ Ａ が 本 体 １ ０ ２ 内 に 収
容 さ れ る ま で 、 押 し 戻 す 。 こ の 結 果 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は ロ ッ ク さ れ 、 そ し て
、 端 部 １ ０ ７ Ｂ が 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 後 端 部 １ ０ ２ Ｅ か ら 外 側 を 向 い て い る と き に は 、 ペ

(13) JP 2004-538094 A5 2006.1.5



ン １ １ ２ を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ の 端 部 １ ０ ７ Ａ は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ の 本
体 １ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 上 述 の よ う に 、 カ ー ト リ ッ ジ ユ ニ ッ ト １ ０ ６ は 、 他 の 実 施
例 と し て 、 端 部 １ ０ ７ Ａ 、 １ ０ ７ Ｂ か ら 外 へ 伸 び る 、 例 え ば 格 納 式 巻 尺 、 懐 中 電 灯 、 コ ン
パ ス 、 水 準 器 又 は 他 の ア ク セ サ リ の よ う な 一 連 の ツ ー ル の １ つ 以 上 を 有 す る 。 更 に 、 本 発
明 の 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ は 、 柔 ら か い 弾 性 の オ ー バ モ ー ル デ ィ ン グ 材 料 か ら 造 る こ と が で き
る 。 他 の 実 施 例 で は 、 実 用 ツ ー ル １ ０ ０ は 、 あ ら ゆ る 種 類 の 剛 性 が あ る 材 料 、 例 え ば ハ ー
ド プ ラ ス チ ッ ク （ hard plastic） 、 金 属 、 ス テ ン レ ス 鋼 又 は 他 の 同 等 な 物 か ら 造 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 用 ツ ー ル の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。 実 用 ツ ー ル ２ ０
０ は 、 概 し て 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ と 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ と 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ と
、 ポ ケ ッ ト ク リ ッ プ ２ ０ ８ と 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ 及 び 刃 カ ー ト リ ッ ジ の ば ね 板 ２ １ ４
を 有 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ Ａ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 用 ツ ー ル の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。 特 に 、 図 ６ Ａ
は 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 含 む ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の よ り 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。 ナ イ フ 部 ２ ０
６ は 、 略 円 筒 形 の 形 状 を 有 し 、 ２ つ の 端 部 ２ ２ ０ 、 ２ ２ ４ を 備 え 、 端 部 ２ ２ ０ に は 、 刃 ス
ロ ッ ト ２ ２ ２ が 設 け ら れ て お り 、 端 部 ２ ２ ４ に は 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ 及 び ／ 又 は
ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ れ ら に つ い て は 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お
、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 端 部 ２ ２ ０ も 、 好 ま し く は 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ （ 図 示 せ ず ） が 取 り
付 け ら れ る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ Ａ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 収 容 し 、 ナ イ フ の
刃 ２ １ ６ は 、 好 ま し く は 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 実 用 ツ ー ル ２ ０ ０ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ
る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 外 表 面 に 現 れ る （ 図 １ ２ ） 、 ナ イ フ 部 ２
０ ６ 内 の 空 間 と し て 画 定 さ れ る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 （ blade cartridge bay） ２ １ ８ 内 に 嵌
め 込 む こ と に よ っ て 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ に 固 定 さ れ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 両 側 の ば ね
板 ２ １ ４ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ の 内 壁 を 押 し 、 そ れ に よ っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １
０ を 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ に 固 定 す る 。 ま た 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 第 １ の 位 置 と
第 ２ の 位 置 間 を 移 動 す る ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ に 連 結 し た ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ を 備 え る 。 ナ
イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ が 、 図 ６ Ａ に 示 す よ う な 位 置 に あ る と き は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 刃
ス ロ ッ ト ２ ２ ２ か ら 突 き 出 て い る 。 対 照 的 に 、 図 ５ は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ が 刃 ス ロ ッ ト ２
２ ２ か ら 突 き 出 て い な い 位 置 に ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ が あ る 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 の ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ の 斜 視 図 で あ る 。 ペ ン カ プ セ ル
２ ０ ２ は 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ 内 に 格 納 で き る ペ ン 先 ２ ２ ６ を 備 え て い る 。 こ こ で は 、 ペ
ン カ プ セ ル ２ ０ ２ を 好 ま し く は ペ ン カ プ セ ル と し て 説 明 す る が 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ は 、
こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 マ ー カ 、 蛍 光 マ ー カ 及 び 鉛 筆 を 含 む 他 の 適 切 な 種 類
の 筆 記 具 で あ っ て も い い こ と は 明 ら か で あ る 。 更 に 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ は 、 図 ５ 、 図 ６
Ａ 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ に 連 結 す る 継 手 端 部 （ coupling end
） ２ ２ ８ を 有 す る 。 ま た 、 継 手 端 部 ２ ２ ８ に よ り 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０
６ （ 図 ６ Ｂ ） の 端 部 ２ ２ ０ 又 は 端 部 ２ ２ ４ の ど ち ら か に 連 結 す る こ と が で き る 。 ペ ン カ プ
セ ル ２ ０ ２ の 継 手 端 部 ２ ２ ８ は 、 好 ま し く は 摩 擦 嵌 合 に よ り 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４
又 は 端 部 ２ ２ ０ 、 ２ ２ ４ と 連 結 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 継 手 端 部 ２ ２ ８ は 、 蛍 光 マ ー カ カ
プ セ ル ２ ０ ４ 又 は 端 部 ２ ２ ０ 、 ２ ２ ４ に 継 手 端 部 ２ ２ ８ を ね じ 込 む 又 は 他 の い か な る 周 知
の 方 法 に よ っ て 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ 又 は 端 部 ２ ２ ０ 、 ２ ２ ４ に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 の 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ の 斜 視 図 で あ る 。 蛍 光 マ
ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ は 、 好 ま し く は 蛍 光 マ ー カ 先 端 マ ー カ ２ ３ ２ を 備 え て い る 。 こ こ で は
、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ を 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル と し て 説 明 す る が 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ
ル ２ ０ ４ は 、 代 わ り に 他 の ど の よ う な 種 類 の ツ ー ル で あ っ て も い い こ と は 明 ら か で あ る 。
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例 え ば 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 ペ ン 又 は 鉛
筆 を 含 む 他 の 種 類 の 筆 記 用 具 で あ る 。 他 の 実 施 例 で は 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ は 、 測
定 ツ ー ル 、 例 え ば 格 納 式 巻 尺 、 懐 中 電 燈 、 コ ン パ ス 、 水 準 器 、 バ ー コ ー ド ス キ ャ ナ 又 は 他
の ア ク セ サ リ で あ る 。 更 に 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ は 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ （ 図 ５ ）
に 連 結 す る 継 手 端 部 ２ ３ ３ を 有 す る 。 ま た 、 継 手 端 部 ２ ３ ０ は 、 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０
４ を ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 端 部 ２ ２ ４ に 連 結 さ せ る 。 他 の い か な る 適 切 な 連 結 手 段 も 用 い る こ
と が で き る が 、 好 ま し く は 、 継 手 端 部 ２ ３ ０ を 端 部 ２ ２ ４ に ね じ 込 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ９ Ａ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 好 ま し く
は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 走 行 溝 ２ ３ ８ 及 び 案 内 窓 ２ ５ ２ を 有 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本
体 ２ ３ ４ と 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ と 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ と 、 一 対 の ば ね 板 ２ １ ４ と 、 案
内 機 構 ２ ５ ０ と を 備 え る 。 他 の 実 施 例 で は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ ’ （ 図 １ ０ Ａ ） は 、 上
述 の 部 品 に 加 え て 、 後 述 す る 安 全 ば ね ２ ４ ８ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ Ａ に 示 す 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 ２ 枚 の 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ を 有 す る 刃
カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ を 備 え る 。 各 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本
体 ２ ３ ４ を 形 成 す る た め に 互 い に 結 合 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ
は 互 い に 略 平 行 と な る 。 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ は 、 １ つ の 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク
片 か ら な り 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ を 形 成 す る た め に 型 押 し さ れ る 。 他 の 実 施 例 で は
、 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ は 、 分 離 し た 片 か ら な り 、 互 い に 結 合 さ れ 、 刃 カ ー ト リ ッ
ジ 本 体 ２ ３ ４ を 形 成 す る 。 各 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 上 面 ２ ４ ２ Ａ 、 ２
４ ２ Ｂ を 有 し 、 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ を 互 い に 結 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 統 合 さ れ
た 上 面 ２ ４ ２ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ の 上 面 ２ ４ ２ は 、 走 行 溝 ２ ３ ８ を 有 し 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １
０ を 使 用 す る と き に 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 位 置 の 間 を 横 方 向 に 移 動
す る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 安 全 性 の 理 由 か ら 、 使 用 及 び 非 使 用 状 態 と
な る よ う に 構 成 さ れ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 使 用 状 態 に あ る と き は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １
６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 位 置 間 を 横 方 向 に 動 く こ と が で き る 。 対 照 的 に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２
１ ０ が 非 使 用 状 態 に あ る と き 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 位 置 間 を 横 方 向 に 動
く こ と が で き な い 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３
４ の 各 端 部 に 位 置 す る そ の 上 面 ２ ４ ２ に 、 ２ つ の つ ま み 部 材 ２ ４ ４ を 有 す る 。 つ ま み 部 材
２ ４ ４ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ の 防 壁 と し て 用 い ら れ 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 使 用 状
態 に あ る と き 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 つ ま み 部 材 ２ ４ ４ を 越 え て 動 か な い 。 刃 カ ー ト
リ ッ ジ ２ １ ０ の 使 用 及 び 非 使 用 状 態 に 関 す る 詳 細 に つ い て は 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 ま た 、 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 及 び 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ｂ 間 に 空 間 と し
て 画 定 さ れ る 陥 凹 部 （ recess） ２ ３ ６ を 有 す る 。 陥 凹 部 ２ ３ ６ は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 収
納 し 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ の 全 長 さ に 沿 っ て 、 設 け ら れ て い る 。 刃 カ
ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ の 各 端 部 上 に 位 置 す る
ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ を 有 し 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ は 陥 凹 部 ２ ３ ６ と 繋 が っ て い る 。 他
の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ の 一 端 だ け に 位 置 す
る 。 ま た 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ は 、 刃 ス ロ ッ ト ２ ２ ２ （ 図 ６ Ａ ） と 繋 が っ て い る 。 ナ イ
フ の 刃 ２ １ ６ は 、 閉 又 は 格 納 位 置 及 び 開 又 は 延 長 位 置 間 の 陥 凹 部 ２ ３ ６ を 移 動 し 、 そ れ に
よ っ て 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 延 長 位 置 に あ る と き 、 ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ 及 び 刃 ス ロ ッ
ト ２ ２ ２ （ 図 ６ Ａ ） を 貫 通 し て 外 に 突 き 出 て い る 。 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １
６ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ に 連 結 し て お り 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 第 １ の 位 置 と 第
２ の 位 置 間 の 走 行 溝 ２ ３ ８ を 横 方 向 に 移 動 し 、 そ れ に よ り 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 格 納 位
置 と 延 長 位 置 間 で 対 応 し て 移 動 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 横 方 向
に 一 端 に 向 か っ て 移 動 す る だ け で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 同 じ 方
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向 に 動 く 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 更 に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 刃 カ ー ト リ ッ ジ
室 ２ １ ８ 内 に 固 定 す る ２ 枚 の ば ね 板 ２ １ ４ を 有 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２
１ ０ は 、 １ 枚 の ば ね 板 ２ １ ４ だ け を 有 す る 。 各 ば ね 板 ２ １ ４ （ 図 ９ Ａ 及 び １ ０ Ａ で 示 さ れ
る ） は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ と 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ の 内 壁 間 で ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係
合 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ に 挿 入
す る 際 に 、 図 ６ Ａ 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 各 ば ね 板 ２ １ ４ は 嵌 め 込 ま れ 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ
２ １ ０ を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る 。 ば ね 板 ２ １ ４ と そ の 各 内 壁 間 の 摩 擦 嵌 合 に よ り 、 図 ６ Ａ
、 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ に 固 定 さ れ る 。 刃
カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ か ら 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 外 す 際 に は 、 ユ ー ザ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ
室 ２ １ ８ か ら 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 引 き 抜 く こ と が で き る の に 十 分 な 間 隙 が 生 じ る よ う
に 、 各 ば ね 板 ２ １ ４ を 互 い の 方 に 動 か す 。 各 ば ね 板 ２ １ ４ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ
ジ 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ と 同 じ 材 料 で で き て お り 、 ば ね の よ う な 特 性 を 備 え て い る
。 な お 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ に 固 定 す る 方 法 は 、 上 述 の 説 明
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 代 わ り に 他 の 種 類 の 組 立 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 使 用 状 態 及 び 非 使 用 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ る 。 他 の 実 施
例 で は 、 非 使 用 状 態 に あ る と き は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 停
止 溝 内 に 置 か れ 、 横 の い ず れ の 方 向 に も 動 く こ と が で き な い 。 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ
ジ ２ １ ０ が ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ （ 図 ６ Ａ ） 内 に 係 合 さ れ て い な い と
き は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 非 使 用 の 状 態 に あ る 。 好 ま し く は 、 一 旦 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ
２ １ ０ が ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ （ 図 ６ Ａ ） 内 に 係 合 さ れ る と 、 刃 カ ー
ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 使 用 状 態 と な る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 使 用 状 態 に あ る と き は 、 ナ イ
フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 走 行 溝 ２ ３ ８ を 移 動 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 好 ま し く は 、
ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 格 納 位 置 と 延 長 位 置 の 間 で ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ 動 か す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 使 用 状 態 及 び 非 使 用 状 態 の 詳 細 に つ い て 、 図 ９ ～ 図 １
３ を 用 い て 説 明 す る 。 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２
１ ０ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ｂ に 一 体 的 に 形 成 さ れ た ２ つ の つ ま み ２ ７ ２ Ｂ を
有 す る 。 図 ９ Ａ に は 示 さ れ な い が 、 ２ つ の つ ま み ２ ７ ２ Ａ （ 図 示 せ ず ） も 、 好 ま し く は 、
刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ａ に 一 体 的 に 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 図 ９ Ａ に 上 端 部 と
し て 示 さ れ る つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２ ７ ２ Ｂ の 一 端 は 、 対 応 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 側 部 ２ ３
４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ に そ れ ぞ れ 付 い て い る 。 図 ９ Ａ に 下 端 部 と し て 示 さ れ る つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、
２ ７ ２ Ｂ の 他 端 は 、 下 端 部 が 互 い の 方 に 傾 斜 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２
７ ２ Ｂ の 下 端 部 は 、 好 ま し く は 互 い に ロ ッ ク す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 つ ま み
切 欠 部 ２ ７ ３ （ 図 １ ０ Ｂ ） が ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ の 前 進 す る 動 き を 規 制 し て い る 。 刃 カ ー ト
リ ッ ジ ２ １ ０ が 非 使 用 状 態 又 は 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ 内 に 係 合 さ れ な い と き は 、 こ の ロ
ッ ク 構 成 に よ り 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ に 沿 っ た 横 の ど ち ら の 方 向 に
も 動 か な い 。 な お 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １
８ 内 に 係 合 さ れ る と 、 つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２ ７ ２ Ｂ は 、 下 端 部 が 離 れ 、 互 い に 離 れ て 回 転 す
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ Ｂ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 の つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８ に 結 合 す る 刃 カ ー ト リ ッ ジ つ
ま み ２ ７ ２ の う ち の １ つ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 つ ま み ２ ７ ２ の 内 面
は 、 そ こ か ら 突 き 出 る つ ま み 切 欠 部 ２ ７ ３ を 有 す る 。 ま た 、 図 ９ Ｂ は つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８
を 示 し 、 つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ （ 図 示 せ ず ） 内 に あ る よ う に 構 成 さ れ る
。 本 発 明 の ナ イ フ 部 ２ ０ ６ は 、 好 ま し く は 、 対 応 す る つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２ ７ ２ Ｂ を 係 合 す
る 各 側 部 上 に つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８ を 有 す る 。 つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８ は 、 図 ９ Ｂ に 参 照 番 号 ２
７ ９ と し て 示 さ れ る 分 離 器 溝 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 、 つ ま み 切 欠 部 ２ ７ ３ が 分 離 器 溝 ２ ７
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９ 内 に 嵌 め 込 ま れ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ 内 に 挿 入 さ れ る と
、 分 離 器 溝 ２ ７ ９ は 、 つ ま み 切 欠 部 ２ ７ ３ を 係 合 し 、 つ ま み ２ ７ ２ を 刃 カ ー ト リ ッ ジ の 反
対 側 に 位 置 す る つ ま み ２ ７ ２ か ら 離 れ る よ う に 押 す 。 最 早 、 つ ま み 切 欠 部 ２ ７ ３ は 、 ナ イ
フ の 刃 ２ １ ６ の 前 方 へ の 移 動 を 制 限 し な い の で 、 つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２ ７ ２ Ｂ の 互 い に 離 れ
る 移 動 に よ り 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 使 用 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ の 上 面 ２ ４
２ 上 に 位 置 す る と と も に 、 走 行 溝 ２ ３ ８ に 沿 っ た 中 間 に 位 置 す る 停 止 溝 ２ ４ ０ （ 図 １ １ ）
を 有 す る 。 停 止 溝 ２ ４ ０ （ 図 １ １ ） は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 非 使 用 状 態 に あ る と き に
、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ が 停 止 溝 ２ ４ ０ （ 図 １ ０ Ａ ） に 完 全 に 嵌 ま る こ と が で き る よ う な
十 分 な 大 き さ を 有 す る 。 図 １ ０ Ｂ は 、 本 発 明 に 基 づ く 実 施 例 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ の 分 解 斜 視
図 で あ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 案 内 組 立 体 又 は 案 内 機 構 ２ ５ ０ を 有 し 、 案 内 機 構 ２
５ ０ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ 及 び ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 格 納 位 置 と 延 長 位 置 間 に 移 動 す る
だ け で な く 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 使 用 状 態 及 び 非 使 用 状 態 と す る 。 案 内 機 構 ２ ５ ０ は
、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ 自 体 の 部 品 で あ り 、 ２ つ の ボ ス 部 材 （ boss member） ２ ５ ０ Ａ （
図 １ ０ Ａ ） 、 ２ ５ ０ Ｂ （ 図 １ ０ Ｂ ） を 有 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 独 立
し た 片 で あ り 、 １ つ の ボ ス 部 材 だ け を 有 し 、 そ れ に よ っ て 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 ナ イ フ ス
イ ッ チ ２ １ ２ に 結 合 さ れ る 。 ボ ス 部 材 ２ ５ ０ Ａ 、 ２ ５ ０ Ｂ の 一 方 が 、 図 １ ０ に 参 照 番 号 ２
５ ４ と し て 示 さ れ る 空 間 と し て 画 定 さ れ る 刃 開 口 を 介 し て 位 置 決 め さ れ る （ register） 。
図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 ボ ス 部 材 ２ ５ ０ Ａ は 、 好 ま し く は 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 案 内 窓
２ ５ ２ を 介 し て 位 置 決 め さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 使 用 状 態 で あ る と
き は 、 ボ ス 部 材 ２ ５ ０ Ａ は 、 案 内 窓 ２ ５ ２ に 沿 っ た 横 方 向 の い ず れ の 方 向 に も 移 動 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が ナ イ フ 部 ２ ０ ６ に 結 合 し て い な い と き
、 案 内 窓 ２ ５ ２ 内 の 安 全 ば ね ２ ４ ８ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 非 使 用 状 態 に す る 働 き が
あ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 両 側 部 ２ ３ ４ Ａ 、 ２ ３ ４ Ｂ は 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ を 有 す る 。
他 の 実 施 例 で は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 一 方 だ け が 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ を 有 す る 。 非 使 用
状 態 に お い て 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ は 、 ボ ス 部 材 ２ ５ ０ Ａ に デ フ ォ ル ト の 下 向 き の 力 を 加 え 、
案 内 機 構 ２ ５ ０ 自 体 も 、 下 方 向 に 押 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 停
止 溝 ２ ４ ０ （ 図 １ １ ） 内 の 閉 じ 込 め ら れ る （ confine） 。 更 に 、 図 １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、
案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ の 下 方 に 位 置 す る 案 内 機 構 バ ー （ guide bar）
２ ６ ６ を 有 す る 。 非 使 用 状 態 に お い て 、 図 １ ０ Ｂ に 示 す よ う に 、 案 内 機 構 バ ー ２ ６ ６ は 、
停 止 溝 梁 （ stop groove ledge） ２ ６ ８ 上 に 搭 載 さ れ る と と も に 、 停 止 溝 梁 ２ ６ ８ 間 に 収
容 さ れ る 。 こ の 結 果 、 非 使 用 状 態 に お い て は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ 及 び ナ イ フ の 刃 ２ １
６ は 、 横 方 向 の 移 動 を 阻 止 さ れ る 。 安 全 ば ね ２ ４ ８ は 、 成 形 プ ラ ス チ ッ ク か ら な り 、 刃 カ
ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ と 同 じ 材 料 か ら 構 成 さ れ る 。 他 の 実 施 例 で は 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ は 、 ば ね
の よ う な 特 性 を 有 す る 他 の い か な る 弾 力 性 材 料 か ら で き て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の ナ イ フ 部 の 切 断 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 本 発 明 の ナ イ フ 部 の 斜 視
図 で あ る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ 内 に 位 置 す る
案 内 ば ね ２ ５ ６ を 有 す る 。 図 １ １ 及 び １ ２ に 示 す よ う に 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 刃 カ ー ト リ
ッ ジ ２ １ ０ の 内 部 表 面 ２ ６ ４ に 永 久 に 取 り 付 け ら れ た 固 定 端 ２ ５ ８ と 、 水 平 溝 （ lateral 
groove） ２ ６ ２ に 滑 合 し た 係 合 端 部 ２ ６ ０ と を 有 す る 。 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、
水 平 溝 ２ ６ ２ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 側 部 に 形 成 さ れ 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 水 平 溝 ２ ６ ２ に
沿 っ て 横 方 向 に 滑 動 す る こ と が で き る 。 案 内 機 構 ２ ５ ０ （ 図 ９ ） は 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ に 連
結 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 図 １ ３ で 示 す よ う に 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 走 行 溝 案 内 ２ ７ ０ に 沿
っ た 案 内 機 構 ２ ５ ０ の 滑 ら か な 横 方 向 運 動 を 実 現 す る だ け で な く 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０
を 使 用 ／ 非 使 用 状 態 に す る 。 実 用 ツ ー ル ２ ０ ０ に つ い て の 安 全 性 の 問 題 に 対 処 す る た め に
、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 自 動 的 に 案 内 機 構 ２ ５ ０ 、 し た が っ て ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 第 １ の 位
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置 、 す な わ ち 格 納 位 置 に 付 勢 す る 。 し た が っ て 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 ユ ー ザ が ナ イ フ の
刃 ２ １ ６ を 第 ２ の 位 置 に 押 し た と き だ け 、 延 長 位 置 に と ど ま る 。 一 方 、 ユ ー ザ が 第 ２ の 位
置 の 方 へ ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 押 し て い な い と き は 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６
を 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ 中 に 格 納 す る よ う に 付 勢 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は
、 案 内 ば ね ２ ５ ６ に よ っ て 格 納 位 置 に 付 勢 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 使 用 ／ 非 使 用 状 態 に 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を
す る 。 案 内 ば ね ２ ５ ６ の 係 合 端 部 ２ ６ ０ は 、 「 Ｕ 」 字 形 状 の レ セ プ タ を 有 し 、 ボ ス 部 材 ２
５ ０ Ｂ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 係 合 端 部 ２ ６ ０ の 「 Ｕ 」 字 形 状 の レ セ プ タ 内 に 嵌 合 す る
。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ （ 図 １ ２ ） 内 に 挿 入 さ れ る と 、 案 内 ば
ね ２ ５ ６ は 、 ボ ス 部 材 ２ ５ ０ Ｂ が 「 Ｕ 」 字 形 状 の 案 内 ば ね ２ ５ ６ の 係 合 端 部 ２ ６ ０ 内 に 自
動 的 に 合 う 位 置 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ
２ １ ０ 内 の 所 定 の 高 さ の 位 置 に 置 か れ 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 押 上 げ る 力 を 案 内 機 構 ２ ５ ０ に
加 え る 。 案 内 ば ね ２ ５ ６ か ら の こ の 押 上 げ る 力 は 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ に よ っ て 案 内 機 構 ２ ５
０ に 加 え ら れ る 対 向 し た 下 向 き の 力 を 上 回 る こ と に よ っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 使 用
状 態 に す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 取 り 外 し た 刃 カ ー ト リ ッ ジ の 斜 視 図 で あ る 。 上 述 し た
よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ が ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ （ 図 １ ２ ） に
挿 入 さ れ る と 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 使 用 状 態 に と な る 。 図 １ ３ は 、 使 用 状 態 に お け る
刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 内 部 機 構 を 示 す 。 上 述 し た よ う に 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 安
全 ば ね ２ ４ ８ に よ っ て 案 内 機 構 ２ ５ ０ に 加 え ら れ る 力 の た め に 、 非 使 用 状 態 で あ る 。 上 述
の よ う に 、 他 の 実 施 例 で は 、 案 内 ば ね ２ ５ ６ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ 内 の 所 定 の 高 さ に 位 置 し
、 押 上 げ 力 を 案 内 機 構 ２ ５ ０ に 加 え る 。 他 の 実 施 例 で は 、 こ の 押 上 げ 力 は 、 安 全 ば ね ２ ４
８ に よ っ て 加 え ら れ る 対 向 し た 下 向 き の 力 よ り も 十 分 に 大 き い 。 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 使
用 状 態 に お い て 、 案 内 機 構 バ ー ２ ６ ６ は 、 停 止 溝 梁 ２ ６ ８ か ら 持 ち 上 げ ら れ 、 走 行 溝 案 内
２ ７ ０ に 繋 が る 。 ま た 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ は 、 停 止 溝 ２ ４ ０ か ら 持 ち 上 げ ら れ 、 横 方
向 に 走 行 溝 ２ ３ ８ を 移 動 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 案 内 機 構 バ ー ２ ６ ６ は 、 走 行 溝
案 内 ２ ７ ０ 内 に 整 合 し 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ 位 置 間 を 動 く こ と が で き る
。 な お 、 他 の 実 施 例 に お い て 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 押 上 げ 力 を 加 え る が 、 押 上 げ 力 に 限 定 さ
れ な い 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 安 全 ば ね ２ ４ ８ に よ っ て 加
え ら れ る 押 上 げ 力 に 反 対 の 下 向 き の 力 を 加 え る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 好 ま し く は 、 簡 単 に 捨 て る こ と が で き る 。 図 ９ Ａ に
示 す よ う に 、 細 い リ ブ ２ ７ ４ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の 案 内 窓 ２ ５ ２ 内 に
構 成 さ れ 、 初 め か ら 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 側 部 ２ ３ ４ Ｂ に 合 わ せ て 成 形 さ れ て い る 。 図 ９ Ａ
に 示 す よ う に 、 細 い リ ブ ２ ７ ４ は 、 最 初 に 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２ ３ ４ Ｂ に 取 り 付 け ら れ 、
「 新 し い 」 を 意 味 す る 「 Ｎ 」 位 置 の 方 へ 垂 直 に 置 か れ る 。 案 内 ア ー ム ２ ７ ６ が 垂 直 又 は 「
Ｎ 」 位 置 か ら 「 Ｕ 」 位 置 に 細 い リ ブ ２ ７ ４ を 押 す と 、 細 い リ ブ ２ ７ ４ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ
本 体 ２ ３ ４ か ら 取 り 外 さ れ （ detached） 又 は 外 さ れ る （ disengaged） よ う に 構 成 さ れ て い
る 。 こ れ は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ が 細 い リ ブ ２ ７ ４ の 方 向 に 初 め て 動 か さ れ 、 及 び 押 さ れ た
後 に 、 起 こ る 。 換 言 す れ ば 、 案 内 ア ー ム は 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ を 最 初 に 使 用 し た 後 、 細 い
リ ブ ２ ７ ４ を 使 用 位 置 ２ ５ ３ に 押 し つ け る 。 好 ま し く は 、 案 内 窓 ２ ５ ２ は 、 細 い リ ブ ２ ７
４ を 各 端 部 に 有 す る 。 他 の 実 施 例 で は 、 細 い リ ブ ２ ７ ４ は 、 案 内 窓 ２ ５ ２ の 一 端 に の み 取
り 付 け ら れ る 。 上 述 し た よ う に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 好 ま し く は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １
０ 内 に お い て 、 い ず れ の 横 方 向 に も 動 き 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の
両 方 の ナ イ フ ス ロ ッ ト か ら 外 に 出 る 。 し た が っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ 及 び ナ イ フ の 刃
２ １ ６ の 両 端 を 用 い る こ と が で き る 。 仮 に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ の 一 方 が 切 れ 味 が 悪 く 又 は
最 早 使 え な く な る と 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 取 り 外 し て 、 未 使 用 の ナ イ フ ス ロ ッ ト が
刃 ス ロ ッ ト ２ ２ ２ に 繋 が る 位 置 と な る よ う に 元 通 り に 差 し 込 む を こ と が で き る 。 仮 に 、 ナ
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イ フ の 刃 ２ １ ６ の 反 対 側 が 切 れ 味 が 悪 く 又 は 最 早 使 え な く な る と 、 両 方 の 細 い リ ブ ２ ７ ４
が 使 用 位 置 ２ ５ ３ に 移 動 す る の で 、 ユ ー ザ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 処 分 し な け れ ば な
ら な い こ と を 知 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 薄 膜 の 材 料 （ 図 示 せ ず ） が 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の ナ イ フ ス ロ ッ ト ２
４ ６ （ 図 ９ Ａ ） を 覆 っ て お り 、 こ の 薄 膜 の 材 料 （ 図 示 せ ず ） は 、 ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ を
最 初 に 使 用 す る と き に ナ イ フ ス イ ッ チ ２ １ ２ に よ っ て 貫 通 さ れ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ 本 体 ２
３ ４ の 各 端 部 上 の ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ に は 、 薄 膜 の 材 料 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る
。 他 の 実 施 例 で は 、 薄 膜 の 材 料 は 片 方 の ナ イ フ ス ロ ッ ト ２ ４ ６ 上 に 設 け ら れ て い る 。 上 述
し た よ う に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ に お い て ど ち ら の 横 方 向 に も 動
き 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ の ど ち ら か の ナ イ フ ス ロ ッ ト か ら 外 に 付
き 出 る 。 し た が っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ 及 び ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ の 両 方 の 端 部 を 用 い る
こ と が で き る 。 仮 に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ の 一 方 が 切 れ 味 が 悪 く 又 は 最 早 使 え な く な る と 、
刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 、 取 り 外 し て 、 未 使 用 の ナ イ フ ス ロ ッ ト が 刃 ス ロ ッ ト ２ ２ ２ に 繋
が る 位 置 と な る よ う に 元 通 り に 差 し 込 む こ と が で き る 。 仮 に 、 ナ イ フ の 刃 ２ １ ６ の 反 対 側
が 切 れ 味 が 悪 く 又 は 最 早 使 え な く な る と 、 両 方 の 薄 膜 の 材 料 は 既 に 破 ら れ て い る の で 、 ユ
ー ザ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 処 分 し な け れ ば な ら な い こ と を 知 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 実 用 を ツ ー ル の 好 ま し い 組 立 に つ い て 説 明 す る 。 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ は 、
ナ イ フ 部 の ２ の 側 部 を 互 い に 結 合 す る こ と に よ っ て 組 み 立 て ら れ る 。 そ し て 、 蛍 光 マ ー カ
カ プ セ ル ２ ０ ４ が ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 端 部 ２ ２ ４ に 連 結 さ れ る 。 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ は 、 図
５ に 示 す よ う に 、 蛍 光 マ ー カ に 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ に 連 結 さ れ る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ
２ １ ０ は 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ に 挿 入 さ れ 、 ば ね 板 ２ １ ４ は 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８
内 に ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の ツ ー ル の 好 ま し い 動 作 に つ い い て 説 明 す る 。 ユ ー ザ は 、 刃 カ ー ト リ ッ
ジ ２ １ ０ を 、 非 使 用 状 態 で 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ 内 に 取 り 付 け る 。 一 旦 、 刃 カ ー ト リ ッ
ジ ２ １ ０ が 刃 カ ー ト リ ッ ジ 室 ２ １ ８ 内 に 係 合 さ れ る と 、 案 内 機 構 ２ ５ ０ は 、 案 内 ば ね ２ ５
６ の Ｕ 字 型 の 係 合 端 部 ２ ６ ０ に 嵌 合 す る 。 更 に 、 つ ま み ２ ７ ２ Ａ 、 ２ ７ ２ Ｂ は 、 対 応 す る
つ ま み 分 離 器 ２ ７ ８ に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 互 い に 離 れ る よ う に 、 力 が 加 わ り 、 そ れ に
よ っ て 、 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ は 使 用 状 態 と な る 。 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 取 り 外 す た め
に は 、 ユ ー ザ は 、 ば ね 板 ２ １ ４ を 互 い に 近 づ く よ う に 押 し 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ と の 係 合 を 外
し て 刃 カ ー ト リ ッ ジ ２ １ ０ を 引 き 抜 く の に 十 分 な 間 隔 を 得 る こ と が で き る 。 上 述 し た よ う
に 、 ま た 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ は 、 ナ イ フ 部 ２ ０ ６ の 端 部 ２ ２ ０ に 連 結 す る こ と が で き る
。 一 旦 連 結 さ せ る と 、 ユ ー ザ は 、 ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ を 回 転 し 、 ペ ン 先 端 を 出 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 構 成 及 び 動 作 の 原 則 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 本 発 明 を 、 詳 細 事 項 を 組 み 込
ん た 特 定 の 実 施 例 に 用 い て 説 明 し た 。 こ の よ う な 特 定 の 実 施 例 及 び そ の 詳 細 は 、 特 許 請 求
の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 選 択 し た 実 施 例 を 、 発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ
と な く 変 更 で き る こ と は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の ナ イ フ 部 の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 実 用 ツ ー ル の 好 ま し い 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 基 づ い て 好 ま し い 実 施 例 の ペ ン カ プ セ ル ２ ０ ２ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 好 ま し い 実 施 例 の 蛍 光 マ ー カ カ プ セ ル ２ ０ ４ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 好 ま し い 実 施 例 の 刀 身 カ ー ト リ ッ ジ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 好 ま し い 実 施 例 の ナ イ フ 部 分 つ ば に 接 続 す る 刀 身 カ ー ト リ ッ ジ つ
ま み の 停 止 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 本 発 明 に 係 る 二 者 択 一 の 実 施 例 の 刀 身 カ ー ト リ ッ ジ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 例 の 変 形 例 の 刀 身 カ ー ト リ ッ ジ の 透 視 切 開 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の ナ イ フ 部 分 の 透 視 切 開 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の ナ イ フ 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 交 互 の 実 施 例 の 刀 身 カ ー ト リ ッ ジ の 透 視 図 切 開 図 で あ る 。
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